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自生的ニュータウンは、住人自らが生きるための場・環境・活動をつく

り、獲得していく行為を促すニュータウンである。

大量消費生活や住人の減少・高齢化、住居の社会的老朽化、アクティブ

シニアの活動の活発化などを抱えるニュータウン。今、ニュータウンには

新たなくらしの場が求められている。そこで、自生的居住地である千葉

県鴨川市太海浜集落での研究から得た「内外部空間の連続性」「公的空間

と私的空間の交流」「路地空間の振る舞い」といった空間的知見をいかし、

ニュータウンの再構築を行う。住空間の隙間には、周辺農村や都心との繋

がりを再び紡ぎ出し、ニュータウン内外の人々が生産的な活動を行う場を

挿入する。それらは、ニュータウン人の自生的くらしをつくりだす。

この作品は、千葉県鴨川市太海浜の調査で得られた知見を、住

人の高齢化と減少に悩む神戸市西神ニュータウンの新しいまちづ

くりの手法として提案している。太海浜の傾斜地に階段状に配置

された住居では、比較的オープンな１階（＝公的空間）と小部屋

の２階（＝私的空間）が隣接し自然な形で交流が発生していた。

この公的・私的空間の配置を、都市の平坦な住居地の中に創り出

すために、住居の個室とは一定の隔たりを設けた庭やカフェ（＝

余剰空間）として解放し、路地を構成することを提案している。

また、軸組を除いて建物の一部を解体したり、半ば強制的に住み

替えを促したりして、この余剰空間の創出を画策している面も見

られる。

太海浜集落のように、漁民という生活の糧を得る方法や活動時

間帯が酷似している集団では目的や話題を共有している。一方、

ニュータウンの住人は、働く場所や時間がバラバラなことから、

共通の認識を有するためには新たな仕掛けが必要とも思える。こ

こで提案されたようなまちが実現すれば、私にとっても居心地の

良い住み家と思える。兎にも角にも、建築やまちの新しい創り手

には頑張ってほしいものである。
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講　評 現代中国の集合住宅地域は統一的な住戸プランで、タワーマンション型

で作られています。それに対して私が考えたのは将来50年後に多様な住戸

プランを持ちながら様々なオープンスペースを持つ集合住宅地域です。

提案は現代中国の集合住宅が伝統園林建設の思想で作られた公園に行う

コニュニティと昔ながらある四合院、フートンの中で小さいな単位で囲ま

れた中庭、住宅外壁の間で人々が集まる場所に行った近隣同士にある親密

な関係を融合する。このような様々な大きさのコモンスペースやアクティ

ビティが生み出す新たな風景です。

隣国中国では経済発展のため1980年より一人っ子政策を導入し、

1982年憲法では国策としています。当時は生産年齢人口が高く扶

養年齢人口を低く抑えることで経済成長を有利に進めてきました。

それから30年、隣国に於いても経済成長は核家族化を進め地域コ

ミュニティーを希薄にし、生産年齢人口の割合がピークを迎え

2015年には減少に転じ高齢化社会に入ると言われています。作者

は母国が今後抱える住環境問題に取り組み、母国に新たな住環境

のあり方を提起する作品です。世代に合わせた住戸の組み合わせ

の中で生まれる狭間のような空間、住棟の配置から生まれる大小

のオープンスペースから豊かな地域コミュニティーが形成されて

いくだろうと想像させられます。

｢未富先老｣な時代を迎えると懸念されている中国に於いて心豊

かに温もりある建築を楽しく創造して行かれることを希望します。
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